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十 

月 

 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
大
祭 

二
二
日 

大
教
会
大
祭 

 

二
六
日 

御
本
部
秋
季
大
祭
、
由
利
婦
人
会 

二
八
日 

大
教
会
若
先
生
ご
結
婚
、
披
露
宴 

 
 

 

十
一
月 

  
 

二
日 

用
木
一
斉
活
動
日
、
支
部
婦
人
会 

 
 
 
 
 

会
長
仙
南
支
部
行 

 
 

三
日 

教
区
少
年
会
お
つ
と
め
学
び 

 
 

四
日 

徳
沢
分
教
会
大
祭 

五
日 

お
願
い
づ
と
め(

１３
時
３０
分) 

七
日 

お
さ
づ
け
取
次
日 

八
日 

亀
田
町
分
教
会
創
立
百
周
年
記
念
祭 

 

一
二
日 

会
長
理
事
会
議 

一
三
日 

由
利
分
教
会
月
次
祭 
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今
月
の
言
葉 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

佐
々
木 

正
明 

 

一
ヶ
月
間
の
主
な
行
事
の
御
紹
介 

  

今
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

（
実
は
、
こ
れ
か
ら
も
今
月
後
半
の
北
洋

創
立
百
三
十
周
年
や
、
新
潟
で
の
結
婚
披

露
宴
が
あ
る
の
で
す
が
）
こ
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
主
な
行
事
の
報

告
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

大
教
会
若
先
生
、
結
婚
式
及
び
披
露
宴 

  

約
２
年
位
前
に
、
大
教
会
の
若
先
生
、

近
藤
義
道
氏
が
当
教
会
の
月
次
祭
に
参
拝

頂
い
た
事
が
あ
り
、
皆
様
方
の
中
に
も
御

承
知
の
方
が
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
近
藤
義
道
氏
が
去
る
十
月
二
十
八
日

午
前
十
時
二
十
分
よ
り
、
吉
福
は
る
乃
さ

ん
と
（
西
鎮
分
教
会
長
女
、
北
九
州
市
）

御
本
部
教
祖
殿
で
め
で
た
く
結
婚
式
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
午
後
一
時
よ
り
北
洋
詰
所
四

階
講
堂
を
会
場
に
し
て
、
真
柱
夫
人
の
春

江
奥
様
、
真
柱
継
承
者
の
大
亮
様
の
御
臨

席
を
頂
く
と
共
に
、
そ
の
他
大
勢
の
御
来

賓
、
御
両
家
親
族
、
教
会
関
係
者
の
出
席

の
元
、
結
婚
披
露
宴
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
披
露
宴
の
会
場
作
り
及
び
進

行
の
た
め
に
役
員
、 

婦
人
会
、
青
年
会
、 

そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ 

が
総
力
を
上
げ
て
準 

備
し
た
だ
け
に
、
よ 

り
一
層
感
慨
深
い
中 

で
の
お
め
で
た
い
喜 

び
の
披
露
宴
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

新
婦
、
は
る
乃
さ
ん
は
明
る
く
美
し
く
、

又
親
の
深
い
信
仰
を
受
け
継
い
で
お
ら
れ

る
方
で
、
本
当
に
良
い
御
縁
を
頂
い
た
も

の
と
喜
ば
せ
て
頂
く
次
第
で
す
。 

  

亀
田
町
分
教
会 

創
立
百
周
年
記
念
月
次
祭
執
行 

  

去
る
十
一
月
八
日
午
前
十
時
十
五
分
か

ら
、
晴
天
の
元
亀
田
町
分
教
会
で
創
立
百

周
年
記
念
月
次
祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
当
教
会
の
会
長
さ
ん
夫
妻
が

上
級
と
し
て
お
招
き
頂
き
参
拝
さ
せ
て
頂

く
と
共
に
、
同
教
会
子
弟
の
方
々
が
結
集

さ
れ
る
と
共
に
、
部
下
教
会
の
上
之
浜
分

教
会
の
方
々
は
も
と
よ
り
の
事
、
兄
弟
教

会
の
会
長
さ
ん
夫
妻
も
応
援
に
来
て
頂
き
、

一
緒
に
お
つ
と
め
を
つ
と
め
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

 

同
教
会
は
、
草
分
け
の
頃
信
徒
総
代
だ

っ
た
小
林
福
松
御
夫
妻
が
秋
田
市
に
単
独

布
教
に
向
か
わ
れ
て
利
秋
分
教
会
を
設
立

さ
れ
た
り
、
様
々
な
紆
余
曲
折
の
歴
史
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

祭
典
で
は
、
三
殿
参
拝
の
後
、
百
年
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
の
心
の
こ
も
っ
た
祭

主
の
祭
文
奏
上
及
び
参
拝
、
又
当
由
利
分

教
会
長
さ
ん
の
参
拝
、
そ
の
後
お
つ
と
め

と
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
お
つ
と
め
奉
仕
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者
の
元
、
皆
で
勇
ん
だ
お
つ
と
め
を
つ
と

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

お
つ
と
め
の
後
は
、
当
由
利
分
教
会
長

さ
ん
の
お
祝
辞
を
か
ね
て
の
神
殿
講
話
、

同
亀
田
町
分
教
会
長
さ
ん
か
ら
の
御
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
各
所
で
お
酒
を
注
ぎ
合
い
な

が
ら
盛
り
上
が
り
、
百
周
年
ら
し
い
お
め

で
た
い
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
旬
を

契
機
と
し
て
の
亀
田
町
分
教
会
の
さ
ら
な

る
躍
進
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。 

 

年
祭
活
動
の
促
進
に
向
か
っ
て 

第
三
回
由
利
支
部
用
木
一
斉
活
動
日
開
催 

 

教
祖
百
四
十
年
祭
、
第
五
回
由
利
支
部

用
木
一
斉
活
動
日
が
、 

当
教
会
を
会
場
に
午
後 

一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
最
初
に
松
田 

芳
洋
支
部
長
を
芯
と
し 

て
、
参
加
者
一
同
で
座 

り
づ
と
め
を
さ
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
諭
達
を
拝
読
。
次

に
、
内
統
領
で
あ
る
宮
森
与
一
郎
先
生
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
拝
聴
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
今
回
の
由
利
支
部
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
松
田
支
部
長
の
「
徳
」
に
つ
い

て
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
約
十
五
分
間

の
講
話
を
三
回
行
い
、
そ
の
合
間
に
五
分

参
加
者
が
講
話
の
内
容
に
つ
い
て
練
り
合

う
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
を
も
ち
ま
し
て
五
回
行
わ
れ
た
教

祖
百
四
十
年
祭
用
木
一
斉
活
動
日
も
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

秋
田
教
区
少
年
会
お
つ
と
め
総
会 

   

十
一
月
三
日
午
前
十
時
よ
り
教
務
支
庁

に
て
、
少
年
会
お
つ
と
め
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

午
前
は
、
お
つ
と
め
学
び
、
先
生
方
の

挨
拶
、
み
ん
な
で
少
年
会
の
歌
を
歌
い
ま

し
た
。 

昼
食
に
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
食
べ
、

午
後
か
ら
は
お
楽
し
み
行
事
と
し
て
ゲ
ー

ム
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々

な
種
類
の
お
菓
子
が 

大
量
に
入
っ
て
い
る 

箱
に
手
を
つ
っ
こ
む 

「
お
菓
子
の
つ
か
み 

取
り
」
が
行
わ
れ
、 

子
供
た
ち
は
大
興
奮 

で
し
た
。 

由
利
支
部
か
ら
は
佐
々
木
菜
々
子
さ
ん
、

松
田
小
明
さ
ん
、
佐
藤
嘉
音
さ
ん
、
優
衣

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 婦

人
会
よ
り 

  

毎
年
恒
例
の
婦
人
会
大
掃
除
で
す
が
、

十
二
月
二
十
一
日(

日)

九
時
半
か
ら
お

こ
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

男
性
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
ね
が
い
し
ま
す
。 

十
二
月
十
三
日
ま
で
に
参
加
人
数
の
報

告
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 
 

長 

祭 

主 

伊 

藤 

奈
律
子 

小 

林 

理
英
子 

木 

内 

教 

子 

仁 
 

賀 
 

保 

仁 

賀 

保
（
前
） 

由 

利 

東 

布 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

佐
々
木 

由 

明 

齋 

藤 

清 
一 

由 
 

利 
 

道 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

松 

田 

理 

奈 

坐
り
づ
と
め 

齋 

藤 

清 

一 

小 

野 

恭 

和 

扈 
 
 

者 

小 

川 

道 

子 

齋 

藤 

美
和
子 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

桑 
 

原 
 

廣 

豊 

島 
栄 
二 

豊 
 

島 
 

優 

齋 
藤 

賢 

爾 

小 

林 

大 

晃 
佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

正 

由 

利 

東 

布 

仁 
 

賀 
 

保 

雄 
 

物 
 

川 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

小 

松 

敬 

子 

木 

内 

美 

歩 

前 
 
 

半 

桑 
 

原 
 

廣 

小 

林 

大 

晃 

賛 
 
 

者 

佐
々
木 

素 
子 

豊 

島 
末 

子 

小 
川 

昭 

子 

小 
 

川 
 

心 
小 

野 

繁 

樹 
小 

林 

大 

晃 

仁 
 

賀 
 

保 

佐
々
木 

義 

實 

豊 
 

島 
 

優 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

伊 
 

藤 
 

伸 

佐
々
木 

由 

明 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

小 

川 

貴
美
子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

佐
々
木 

 

由
正 

指 

図 

方 
 

 
 

 

部

内

だ
よ
り 
 

亀
田
町
分
教
会 

十
一
月
八
日
、
上
級
会
長
、
奥
様
の
参
拝
を
い
た
だ

き
、
又
多
く
の
方
々
の
ひ
の
き
し
ん
の
お
陰
で
創
立
百

周
年
記
念
祭
、
そ
し
て
直
会
も
賑
や
か
に
勤
め
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

由
利
道
分
教
会 

 

十
月
秋
の
大
祭
に
六
名
が
帰
参
し
ま
し
た
。
二
十

五
日
奈
良
観
光
、
二
十
六
日
大
祭
参
拝
、
そ
の
後
基
礎

講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。 

 

上
之
浜
分
教
会 

十
月
二
十
七
日
に
長
男
元
信
が
お
さ
づ
け
を
拝
戴
い

た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

秋
田
教
務
支
庁
庁
舎
ひ
の
き
し
ん 

日
時 

十
一
月
十
五
日(

土)

午
前
十
時
～
十
二
時
頃 

当
教
会
よ
り
朝
八
時
半
よ
り
車
が
出
ま
す(

乗
車
御
供

無
料)

。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

１２月祭典役割表         神殿講話 上之浜分教会長 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

 


